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(57)【要約】
　展示物体又は表面を照光する照明器具１０が開示され
る。照明器具は、第１の部材１８を含み、第１の部材１
８は、展示物体を少なくとも部分的に取り囲むか、又は
包囲し、且つ複数のＬＥＤベースの光源１２を有し、光
源１２は、展示物体の１つ又は複数の特性に基づいて様
々な照明効果を生み出すことができる。照明器具は、更
に、展示物体の特性を検出するセンサ３４と、センサに
接続された制御装置２６とを有し、それにより、ＬＥＤ
ベースの光源の個別アドレス可能性により、検出された
特性に基づいて指向性照明効果を生み出すか、又は変更
する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体を照光する照明器具であって、前記照明器具は、
　複数のＬＥＤベースの光源を含み且つ中央領域を画定する第１の部材であって、前記複
数のＬＥＤベースの光源はそれぞれ個別にアドレス可能であり、前記複数のＬＥＤベース
の光源は、複数の照明効果のうちの１つ又は複数を生み出す、第１の部材と、
　前記中央領域内に少なくとも部分的に配置された物体のパラメータを求めるセンサと、
　前記センサと、個別にアドレス可能な前記複数のＬＥＤベースの光源との間に動作可能
に接続された制御装置とを含み、
　前記制御装置は、前記複数の照明効果のうちの１つをもたらすために、個別にアドレス
可能な前記複数のＬＥＤベースの光源のうちの１つ又は複数を制御し、得られる照明効果
は、前記物体の求められたパラメータに少なくとも部分的に基づく、照明器具。
【請求項２】
　更に、個別にアドレス可能な第２の複数のＬＥＤベースの光源を有する第２の部材を含
む、請求項１に記載の照明器具。
【請求項３】
　第２の部材は、第１の部材を少なくとも部分的に取り囲む、請求項２に記載の照明器具
。
【請求項４】
　前記センサは光学センサである、請求項１に記載の照明器具。
【請求項５】
　前記センサは光センサである、請求項１に記載の照明器具。
【請求項６】
　個別にアドレス可能な前記複数のＬＥＤベースの光源の少なくとも一つは光学素子を含
む、請求項１に記載の照明器具。
【請求項７】
　第１の部材は、可撓性である、請求項１に記載の照明器具。
【請求項８】
　第１の部材は、少なくとも部分的に表面に埋め込まれる、請求項１に記載の照明器具。
【請求項９】
　前記パラメータは高さである、請求項１に記載の照明器具。
【請求項１０】
　物体を照光する照明システムであって、前記照明システムは、
　（ｉ）複数のＬＥＤベースの光源を含み且つ中央領域を画定する第１の部材であって、
前記複数のＬＥＤベースの光源はそれぞれ個別にアドレス可能であり、前記複数のＬＥＤ
ベースの光源は、複数の照明効果のうちの１つ又は複数を生み出す、第１の部材と、（ｉ
ｉ）通信モジュールと、（ｉｉｉ）前記通信モジュールと個別にアドレス可能な前記複数
のＬＥＤベースの光源との間に動作可能に接続された制御装置とを含む、照明器具と、
　前記中央領域内に配置された物体のパラメータを求めるセンサを含むユーザデバイスと
、を含み、
　前記制御装置は、前記複数の照明効果のうちの１つをもたらすために、個別にアドレス
可能な前記複数のＬＥＤベースの光源のうちの１つ又は複数を制御し、得られる照明効果
は、前記物体の求められたパラメータに少なくとも部分的に基づく、照明システム。
【請求項１１】
　前記ユーザデバイスは、ハンドヘルドコンピューティングデバイスである、請求項１０
に記載の照明システム。
【請求項１２】
　前記ユーザデバイスは、スマートフォンである、請求項１１に記載の照明システム。
【請求項１３】
　前記センサは光学センサである、請求項１０に記載の照明システム。
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【請求項１４】
　前記パラメータは高さである、請求項１０に記載の照明システム。
【請求項１５】
　第１の部材は、少なくとも部分的に表面に埋め込まれる、請求項１０に記載の照明シス
テム。
【請求項１６】
　第１の部材は、可撓性である、請求項１０に記載の照明システム。
【請求項１７】
　物体を照光するための方法であって、当該方法は、
　照明器具を提供するステップであって、前記照明器具が、（ｉ）複数のＬＥＤベースの
光源を備え、且つ中央領域を画定する第１の部材であって、複数のＬＥＤベースの光源が
それぞれ個別にアドレス可能であり、更に、前記複数のＬＥＤベースの光源が、複数の照
明効果のうちの１つ又は複数を生み出す、第１の部材と、（ｉｉ）前記中央領域内に配置
された物体のパラメータを求めるセンサと、（ｉｉｉ）前記センサと、個別にアドレス可
能な前記複数のＬＥＤベースの光源との間に動作可能に接続された制御装置とを含み、前
記制御装置は、前記複数の照明効果のうちの１つをもたらすために、個別にアドレス可能
な前記複数のＬＥＤベースの光源のうちの１つ又は複数を制御する、当該ステップと、
　前記制御装置によって、前記パラメータに関する情報を前記センサから受信するステッ
プと、
　受信された前記情報に少なくとも部分的に基づいて、前記複数の照明効果のうちの１つ
又は複数を生み出すステップとを含む、方法。
【請求項１８】
　前記制御装置により、前記パラメータに関する更新情報を前記センサから受信するステ
ップと、
　受信した前記更新情報に少なくとも部分的に基づいて、生み出された照明効果を変更す
るステップとを更に含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記パラメータは高さである、請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　前記センサは光学センサである、請求項１7に記載の方法。
【請求項２１】
　物体を照光するための方法であって、当該方法は、
　照明器具を提供するステップであって、前記照明器具が、（ｉ）複数のＬＥＤベースの
光源を備え、且つ中央領域を画定する第１の部材であって、複数のＬＥＤベースの光源が
それぞれ個別にアドレス可能であり、更に、前記複数のＬＥＤベースの光源が、前記中央
領域内に複数の照明効果のうちの１つ又は複数を生み出す、第１の部材と、（ｉｉ）前記
中央領域内に配置された物体のパラメータを求めるセンサと、（ｉｉｉ）前記センサと、
個別にアドレス可能な前記複数のＬＥＤベースの光源との間に動作可能に接続された制御
装置とを含み、前記制御装置は、前記複数の照明効果のうちの１つをもたらすために、個
別にアドレス可能な前記複数のＬＥＤベースの光源のうちの１つ又は複数を制御する、当
該ステップと、
　前記制御装置によって、前記パラメータに関する情報を前記センサから受信するステッ
プと、
　受信された前記情報に少なくとも部分的に基づいて、前記複数の照明効果のうちの１つ
又は複数を生み出すステップとを含む、方法。
【請求項２２】
　前記制御装置によって、前記パラメータに関する更新情報を前記センサから受信するス
テップと、受信された前記更新情報に少なくとも部分的に基づいて、生み出された照明効
果を変更するステップとを更に含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
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　前記パラメータは観察者の位置である、請求項２１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記センサは距離センサである、請求項２１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]　本発明は、概して、指向性照明効果を対象とする。より詳細には、本明細書で
開示される本発明による様々な方法及び装置は、複数の角度からの物体全体に及ぶ指向性
照光を容易にする個別にアドレス可能な複数のＬＥＤベースの光源を有する照明器具に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　デジタル照明技術、即ち発光ダイオード（ＬＥＤ：light-emitting diode）等
の半導体光源に基づく照光は、従来の蛍光灯、ＨＩＤランプ、及び白熱電球に対する実用
可能な代替技法となる。ＬＥＤの機能的な利点及び利益は多数あり、とりわけ、高いエネ
ルギー変換効率及び光効率、耐久性、並びにより低い動作コストを含む。ＬＥＤ技術の近
年の発展は、効率が良くロバストなフルスペクトル照明光源を提供しており、これらの光
源は、多くの用途で様々な照明効果を実現可能にする。例えば、参照により本明細書に援
用する米国特許第６，０１６，０３８号及び米国特許第６，２１１，６２６号に詳細に論
じられているように、これらの光源を具現化する器具の幾つかは、様々な色、及び色が変
化する様々な照明効果を生み出すために、赤、緑、及び青等の様々な色を生成することが
可能な１つ又は複数のＬＥＤを含む照明モジュールと、ＬＥＤの出力を個別に制御するた
めのプロセッサとを特色とする。
【０００３】
　[0003]　例えば美術館、アートギャラリー、小売店環境、ホテル、家庭等の場所で見ら
れ得る消費者製品、装飾品、彫刻品、工芸品、又は他のタイプの物体の好ましい展示を行
うために、物体を照光することが望ましいことがよくある。指向性照明効果は、展示物体
若しくはシーン又はそのような物体若しくはシーンの特定の一部分が光で意図的にハイラ
イトを当てられるか、又は強調される多くの用途で使用される。
【０００４】
　[0004]　例えば、スポットライトは、典型的には、展示物体に対する指向性照明効果を
生み出すために使用される。これらのスポットライトは、しばしば永久的に設置され、又
は機械的に可動の照明器具によって提供される。これらの既存のスポットライトシステム
は、制限されており融通性がなく、特に調整された方法で動的な光効果を生み出したり、
又は複数の側面から物体を照光したりするのが難しい。多くのスポットライトシステムで
は、多数の光源が個々に設置されなければならず、指向性照明効果を提供するために単一
のシステムとして制御されるように接続及び稼働されなければならない。例えば、リング
形状の円形の照明器具が、被写体を照光するためにカメラ用の付属品として使用される。
しかし、これらの円形の照明器具は、非常に限られた範囲の照明効果しか提供しない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　[0005]　従って、複数の角度から展示物体を照光する動的な照明効果を生み出すことが
できる複数の個別にアドレス可能なＬＥＤベースの光源を有する照明器具を提供すること
が当技術分野で必要である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　[0006]　本開示は、指向性照明効果を使用して展示物体を照光し、及び展示物体にハイ
ライトを当てるための進歩性のある方法及び装置を対象とする。以上を踏まえて、様々な
実施形態及び実装形態は、円形の照明器具であって、個別にアドレス可能な複数のＬＥＤ
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ベースの光源を含み、光源が、展示物体、例えばＬＥＤベースの光源に対して中央に配設
された物体にわたって複数の角度から動的な照明効果を提供するように構成され得る照明
器具を対象とする。照明効果は、そのような中央に置かれた展示物体の１つ若しくは複数
の特性若しくは属性に合わせて調整されてよく、及び／又は外部の特性、刺激、若しくは
環境に基づくこともできる。また、円形の照明器具はセンサを含むこともでき、中央に置
かれた展示物体の物理的特性及び／又は閲覧者の位置を検出し、ＬＥＤベースの光源の個
別アドレス可能性により、照明器具によって生み出される１つ又は複数の指向性照明効果
を生み出すか、又は変更する。
【０００７】
　[0007]　一般に、一態様では、本発明は、物体又は表面を照光するように構成された照
明器具に関する。様々な実施形態において、照明器具は、実質的に円形の部材を含み、こ
の部材は、複数のＬＥＤベースの光源を含み、且つ中央領域を画定し、前記複数のＬＥＤ
ベースの光源はそれぞれ個別にアドレス可能であり、複数のＬＥＤベースの光源は、複数
の照明効果のうちの１つ又は複数を生み出すように構成される。また、照明器具は、中央
領域内に配置された物体のパラメータを求めるセンサと、センサと個別にアドレス可能な
複数のＬＥＤベースの光源との間に動作可能に接続された制御装置とを含む。制御装置は
、複数の照明効果のうちの１つをもたらすために、個別にアドレス可能な複数のＬＥＤベ
ースの光源のうちの１つ又は複数を制御するように構成され、得られる照明効果は、物体
の求められたパラメータに少なくとも部分的に基づく。
【０００８】
　[0008]　幾つかの実施形態では、照明器具は、更に、個別にアドレス可能な第２の複数
のＬＥＤベースの光源を有する第２の実質的に円形の部材を含む。幾つかの態様では、第
２の実質的に円形の部材は、第１の実質的に円形の部材を少なくとも部分的に取り囲む。
【０００９】
　[0009]　幾つかの実施形態では、第１の実質的に円形の部材は、可撓性である。幾つか
の実施形態では、第１の実質的に円形の部材は、少なくとも部分的に表面に埋め込まれる
。
【００１０】
　[0010]　一般に、一態様では、照明システムは、物体を照光するように構成される。照
明システムは照明器具を含み、照明器具は、（ｉ）複数の照明効果のうちの１つ又は複数
を生み出すように構成された個別にアドレス可能な複数のＬＥＤベースの光源を有する実
質的に円形の部材と、（ｉｉ）通信モジュールと、（ｉｉｉ）通信モジュールと個別にア
ドレス可能な複数のＬＥＤベースの光源とに接続された制御装置とを含む。また、照明シ
ステムは、ユーザデバイスを含み、ユーザデバイスは、円形の部材の中心に配置された物
体のパラメータを決定するように構成されたセンサを有する。照明器具の制御装置は、可
能な照明効果のうちの１つをもたらすために、個別にアドレス可能な複数のＬＥＤベース
の光源を制御するように構成され、得られる照明効果は、物体の求められたパラメータに
少なくとも部分的に基づく。
【００１１】
　[0011]　幾つかの実施形態では、ユーザデバイスは、スマートフォン等のハンドヘルド
コンピューティングデバイスである。
【００１２】
　[0012]　一般に、一態様では、照明器具を使用して物体を照光するための方法であって
、照明器具が、（ｉ）複数の照明効果を生み出すように構成された個別にアドレス可能な
複数のＬＥＤベースの光源を有する実質的に円形の部材と、（ｉｉ）円形の部材の近くに
配置された物体のパラメータを決定するように構成されたセンサと、（ｉｉｉ）センサと
個別にアドレス可能な複数のＬＥＤベースの光源との間に接続された制御装置とを含み、
制御装置が、複数の照明効果のうちの１つをもたらすように、個別にアドレス可能な複数
のＬＥＤベースの光源のうちの１つ又は複数を制御するように構成される、方法が提供さ
れる。この方法は、更に、制御装置によって、パラメータに関する情報をセンサから受信
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するステップと、受信された情報に少なくとも部分的に基づいて複数の照光効果のうちの
１つ又は複数を生み出すステップとを含む。
【００１３】
　[0013]　幾つかの実施形態では、この方法は、制御装置によって、パラメータに関する
更新情報をセンサから受信するステップと、受信された更新情報に少なくとも部分的に基
づいて、生み出されている照明効果を変更するステップとを更に含む。
【００１４】
　[0014]　一般に、一態様では、物体を照光するための方法は、（ａ）照明器具を提供す
るステップであって、照明器具が、（ｉ）複数のＬＥＤベースの光源を備え、且つ中央領
域を画定する第１の部材であって、複数のＬＥＤベースの光源がそれぞれ個別にアドレス
可能であり、更に、複数のＬＥＤベースの光源が、複数の照明効果のうちの１つ又は複数
を生み出すように構成される、第１の部材と、（ｉｉ）照明器具の近位にいる観察者のパ
ラメータを決定するように構成されたセンサと、（ｉｉｉ）センサと個別にアドレス可能
な複数のＬＥＤベースの光源との間に動作可能に接続された制御装置とを含み、制御装置
が、複数の照明効果のうちの１つをもたらすために、個別にアドレス可能な複数のＬＥＤ
ベースの光源のうちの１つ又は複数を制御するように構成される、ステップと、（ｂ）制
御装置によって、パラメータに関する情報をセンサから受信するステップと、（ｃ）受信
された情報に少なくとも部分的に基づいて、複数の照明効果のうちの１つ又は複数を生み
出すステップとを含む。パラメータは、例えば観察者の位置でよい。
【００１５】
　[0015]　本開示の目的で本明細書において使用される場合、「ＬＥＤ」との用語は、任
意のエレクトロルミネセンスダイオード、又は、電気信号に呼応して放射を発生できる、
その他のタイプのキャリア注入／接合ベースシステム（carrier injection/junction-bas
ed system）を含むものと理解すべきである。したがって、ＬＥＤとの用語は、次に限定
されないが、電流に呼応して発光する様々な半導体ベースの構造体、発光ポリマー、有機
発光ダイオード（ＯＬＥＤ）、エレクトロルミネセンスストリップ等を含む。特に、ＬＥ
Ｄとの用語は、赤外スペクトル、紫外スペクトル、及び（通常、約４００ナノメートルか
ら約７００ナノメートルまでの放射波長を含む）可視スペクトルの様々な部分のうちの１
つ又は複数における放射を発生させることができるすべてのタイプの発光ダイオード（半
導体及び有機発光ダイオードを含む）を指す。
【００１６】
　[0016]　例えば本質的に白色光を生成するＬＥＤ（例えば白色ＬＥＤ）の一実施態様は
、それぞれ、組み合わされることで混合して本質的に白色光を形成する様々なスペクトル
のエレクトロルミネセンスを放射する複数のダイを含む。別の実施態様では、白色光ＬＥ
Ｄは、第１のスペクトルを有するエレクトロルミネセンスを異なる第２のスペクトルに変
換する蛍光体材料に関連付けられる。この実施態様の一例では、比較的短波長で狭帯域幅
スペクトルを有するエレクトロルミネセンスが、蛍光体材料を「ポンピング（pumps）」
して、当該蛍光体材料は、いくぶん広いスペクトルを有する長波長放射を放射する。
【００１７】
　[0017]　「光源」との用語は、次に限定されないが、ＬＥＤベース光源（上記に定義し
た１つ以上のＬＥＤを含む）を含む、様々な放射源のうちの任意の１つ以上を指すと理解
すべきである。
【００１８】
　[0018]　所与の光源は、可視スペクトル内、可視スペクトル外、又は両者の組合せでの
電磁放射を発生する。したがって、「光」及び「放射」との用語は、本明細書では同義で
使用される。さらに、光源は、一体構成要素として、１つ以上のフィルタ（例えばカラー
フィルタ）、レンズ、又はその他の光学的構成要素を含んでもよい。また、光源は、次に
限定されないが、指示、表示、及び／又は照明を含む様々な用途に対し構成されることを
理解すべきである。「照明源」とは、内部空間又は外部空間を効果的に照射するのに十分
な強度を有する放射を発生するように特に構成された光源である。このコンテキストにお
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いて、「十分な強度」とは、周囲照明（すなわち、間接的に知覚され、また、例えば、全
体的に又は部分的に知覚される前に１つ以上の様々な介在面から反射される光）を提供す
るために空間又は環境において発生される可視スペクトルにおける十分な放射強度（放射
強度又は「光束」に関して、全方向における光源からの全光出力を表すために、単位「ル
ーメン」がよく使用される）を指す。
【００１９】
　[0019]　「スペクトル」との用語は、１つ以上の光源によって生成された放射の任意の
１つ以上の周波数（又は波長）を指すものと理解すべきである。したがって、「スペクト
ル」との用語は、可視範囲内の周波数（又は波長）のみならず、赤外線、紫外線、及び電
磁スペクトル全体の他の領域の周波数（又は波長）も指す。さらに、所与のスペクトルは
、比較的狭い帯域幅（例えば、ＦＷＨＭは、基本的に、周波数又は波長成分をほとんど有
さない）、又は、比較的広い帯域幅（様々な相対強度を有する幾つかの周波数又は波長成
分）を有してよい。当然のことながら、所与のスペクトルは、２つ以上の他のスペクトル
を混合（例えば、複数の光源からそれぞれ放射された放射を混合）した結果であってよい
。
【００２０】
　[0020]　本開示の目的で、「色」との用語は、「スペクトル」との用語と同義に使用さ
れる。しかし、「色」との用語は、通常、観察者によって知覚可能である放射の特性を主
に指すために使用される（ただし、この使用は、当該用語の範囲を限定することを意図し
ていない）。したがって、「様々な色」との用語は、様々な波長成分及び／又は帯域幅を
有する複数のスペクトルを暗に指す。さらに、当然のことながら、「色」との用語は、白
色光及び非白色光の両方との関連で使用されてもよい。
【００２１】
　[0021]　「色温度」との用語は、本明細書では、通常、白色光に関連して使用されるが
、その使用は、当該用語の範囲を限定することを意図していない。色温度は、基本的に、
白色光の特定の色内容又は陰（例えば、赤みを帯びた、青みを帯びた）を指す。所与の放
射サンプルの色温度は、従来から、問題とされている放射サンプルと同じスペクトルを基
本的に放射する黒体放射体のケルビン度数（Ｋ）の温度に応じて特徴付けられている。黒
体放射体の色温度は、通常、約７００度Ｋ（通常、人間の目に最初に可視となると考えら
れている）から１０，０００度Ｋ超の範囲内であり、白色光は、通常、約１５００～２０
００度Ｋより高い色温度において知覚される。
【００２２】
　[0022]　低色温度は、通常、より顕著な赤色成分、すなわち、「温かい印象」を有する
白色光を示す一方で、高色温度は、通常、より顕著な青色成分、すなわち、「冷たい印象
」を有する白色光を示す。一例として、炎は約１，８００度Ｋの色温度を有し、従来の白
熱電球は約２８４８度Ｋの色温度を有し、早朝の日光は約３，０００度Ｋの色温度を有し
、曇った日の真昼の空は約１０，０００度Ｋの色温度を有する。約３，０００度Ｋの色温
度を有する白色光の下で見られたカラー画像は、比較的赤みの帯びた色調を有する一方で
、約１０，０００度Ｋの色温度を有する白色光の下で見られたカラー画像は、比較的青み
の帯びた色調を有する。
【００２３】
　[0023]　「照明固定具」、「照明器具」との用語は、本明細書では、特定の形状因子、
アセンブリ又はパッケージの１つ以上の照明ユニットの実施態様又は配置を指すために使
用される。「照明ユニット」との用語は、本明細書では、同じ又は異なるタイプの１つ以
上の光源を含む装置を指して使用される。所与の照明ユニットは、様々な光源の取付け配
置、筐体／ハウジング配置及び形状、並びに／又は、電気及び機械的接続構成の何れか１
つを有してもよい。さらに、所与の照明ユニットは、光源の動作に関連する様々な他の構
成要素（例えば制御回路）に任意選択的に関連付けられてもよい（例えば含む、結合され
る、及び／又は一緒にパッケージされる）。「ＬＥＤベースの照明ユニット」とは、上記
した１つ以上のＬＥＤベースの光源を、単独で又はその他の非ＬＥＤベースの光源との組
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合せで含む照明ユニットを指す。「マルチチャネル」照明ユニットとは、それぞれ異なる
放射スペクトルを発生する少なくとも２つの光源を含むＬＥＤベースの又は非ＬＥＤベー
スの照明ユニットを指すものであり、各異なる光源スペクトルは、マルチチャネル照明ユ
ニットの「チャネル」と呼ばれる。
【００２４】
　[0024]　「コントローラ」との用語は、本明細書では、一般に、１つ以上の光源の動作
に関連する様々な装置を説明するために使用される。コントローラは、本明細書で説明し
た様々な機能を実行するように、数多くの方法（例えば専用ハードウエアを用いて）で実
施できる。「プロセッサ」は、本明細書で説明した様々な機能を実行するように、ソフト
ウエア（例えばマイクロコード）を使用してプログラムすることのできる１つ以上のマイ
クロプロセッサを使用するコントローラの一例である。コントローラは、プロセッサを使
用してもしなくても実施でき、また、幾つかの機能を実行する専用ハードウエアと、その
他の機能を実行するプロセッサ（例えばプログラムされた１つ以上のマイクロプロセッサ
及び関連回路）の組み合わせとして実施されてもよい。本開示の様々な実施態様において
使用されてもよいコントローラ構成要素の例としては、次に限定されないが、従来のマイ
クロプロセッサ、特定用途向けＩＣ（ＡＳＩＣ）、及びフィールドプログラマブルゲート
アレイ（ＦＰＧＡ）がある。
【００２５】
　[0025]　様々な実施態様において、プロセッサ又はコントローラは、１つ以上の記憶媒
体（本明細書では総称的に「メモリ」と呼び、例えばＲＡＭ、ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ及び
ＥＥＰＲＯＭ、フロッピー（登録商標）ディスク、コンパクトディスク、光学ディスク、
磁気テープ等の揮発性及び不揮発性のコンピュータメモリ）と関連付けられる。幾つかの
実施態様において、記憶媒体は、１つ以上のプロセッサ及び／又はコントローラ上で実行
されると、本明細書で説明した機能の少なくとも幾つかを実行する１つ以上のプログラム
によって、コード化されてもよい。様々な記憶媒体は、プロセッサ又はコントローラ内に
固定されてもよいし、又は、その上に記憶された１つ以上のプログラムが、本明細書で説
明した本発明の様々な態様を実施するように、プロセッサ又はコントローラにロードされ
るように可搬型であってもよい。「プログラム」又は「コンピュータプログラム」との用
語は、本明細書では、一般的な意味で、１つ以上のプロセッサ又はコントローラをプログ
ラムするように使用できる任意のタイプのコンピュータコード（例えばソフトウエア又は
マイクロコード）を指して使用される。
【００２６】
　[0026]　「アドレス可能」との用語は、本明細書では、自分自身を含む複数のデバイス
に向けた情報（例えばデータ）を受信して、自分自身に向けられた特定の情報に選択的に
応答するデバイス（例えば、光源全般、照明ユニット又は固定具、１つ以上の光源若しく
は照明ユニットに関連付けられたコントローラ又はプロセッサ、他の非照明関連デバイス
等）を指すために使用される。「アドレス可能」との用語は、多くの場合、ネットワーク
で結ばれた環境（すなわち、以下に詳細に説明される「ネットワーク」）に関連して使用
され、ネットワークで結ばれた環境では、複数のデバイスが何らかの１つ以上の通信媒体
を介して互いに結合されている。
【００２７】
　[0027]　１つのネットワーク実施態様では、ネットワークに結合された１つ以上のデバ
イスが、当該ネットワークに結合された１つ以上の他のデバイスのコントローラとしての
機能を果たす（例えばマスタ／スレーブ関係において）。別の実施態様では、ネットワー
クで結ばれた環境は、当該ネットワークに結合されたデバイスのうちの１つ以上を制御す
る１つ以上の専用コントローラを含む。通常、ネットワークに結合された複数のデバイス
は、それぞれ、１つ以上の通信媒体上にあるデータへのアクセスを有するが、所与のデバ
イスは、例えば、当該デバイスに割り当てられた１つ以上の特定の識別子（例えば「アド
レス」）に基づいて、ネットワークとデータを選択的に交換する（すなわち、ネットワー
クからデータを受信する及び／又はネットワークにデータを送信する）点で、「アドレス
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可能」である。
【００２８】
　[0028]　「ネットワーク」との用語は、本明細書において使用される場合、（コントロ
ーラ又はプロセッサを含む）任意の２つ以上のデバイス間及び／又はネットワークに結合
された複数のデバイス間での（例えばデバイス制御、データ記憶、データ交換等のための
）情報の転送を容易にする２つ以上のデバイスの任意の相互接続を指す。容易に理解され
るように、複数のデバイスを相互接続するのに適したネットワークの様々な実施態様は、
様々なネットワークトポロジのうちの何れかを含み、様々な通信プロトコルのうちの何れ
かを使用することができる。さらに、本開示による様々なネットワークにおいて、２つの
デバイス間の接続はいずれも、２つのシステム間の専用接続を表わすか、又は、これに代
えて非専用接続を表わしてもよい。２つのデバイス用の情報を担持することに加えて、当
該非専用接続（例えばオープンネットワーク接続）は、必ずしも２つのデバイス用ではな
い情報を担持することがある。さらに、容易に理解されるように、本明細書で説明された
デバイスの様々なネットワークは、ネットワーク全体に亘る情報の転送を容易にするため
に、１つ以上のワイヤレス、ワイヤ／ケーブル、及び／又は光ファイバリンクのリンクを
使用できる。
【００２９】
　[0029]　「ユーザインターフェース」との用語は、本明細書において使用される場合、
人間であるユーザ又はオペレータと、当該ユーザとデバイス間の通信を可能にする１つ以
上のデバイスとの間のインターフェースを指す。本開示の様々な実施態様に使用されても
よいユーザインターフェースの例は、次に限定されないが、スイッチ、電位差計、ボタン
、ダイアル、スライダ、マウス、キーボード、キーパッド、様々なタイプのゲームコント
ローラ（例えばジョイスティック）、トラックボール、ディスプレイスクリーン、様々な
タイプのグラフィカルユーザインターフェース（ＧＵＩ）、タッチスクリーン、マイクロ
ホン、及び、人間が生成した何らかの形の刺激を受信し、それに応答して信号を生成する
他のタイプのセンサを含む。
【００３０】
　[0030]　なお、前述の概念及び以下でより詳しく説明する追加の概念のあらゆる組み合
わせ（これらの概念が互いに矛盾しないものであることを条件とする）は、本明細書で開
示される本発明の主題の一部をなすものと考えられることを理解すべきである。特に、本
開示の終わりに登場するクレームされる主題のあらゆる組み合わせは、本明細書に開示さ
れる本発明の主題の一部であると考えられる。なお、参照により組み込まれる任意の開示
内容にも登場する、本明細書にて明示的に使用される用語には、本明細書に開示される特
定の概念と最も整合性のある意味が与えられるべきであることを理解すべきである。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
　[0031]　図面中、同様の参照符号は、全般的に様々な図を通して同じ部分を指している
。さらに、図面は必ずしも縮尺通りではなく、重点は全体的に本発明の原理の説明に置か
れている。
【００３２】
【図１Ａ】[0032]　本発明の一実施形態による照明器具の概略図である。
【図１Ｂ】[0032]　本発明の一実施形態による照明器具の概略図である。
【図２】[0033]　本発明の一実施形態による照明器具の概略図である。
【図３】[0034]　本発明の一実施形態による照明器具の概略図である。
【図４】[0035]　本発明の一実施形態による照明器具の概略断面図である。
【図５】[0036]　本発明の一実施形態による照明器具の概略図である。
【図６】[0037]　本発明の一実施形態による照明器具の概略図である。
【図７Ａ】[0038]　本発明の一実施形態による照明器具の概略図である。
【図７Ｂ】[0038]　本発明の一実施形態による照明器具の概略図である。
【図８】[0039]　本発明の一実施形態による照明器具の概略図である。
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【図９Ａ】[0040]　本発明の一実施形態による照明器具の概略図である。
【図９Ｂ】[0040]　本発明の一実施形態による照明器具の概略図である。
【図１０Ａ】[0041]　本発明の一実施形態による、適合可能な照明効果を有する照明器具
の概略図である。
【図１０Ｂ】[0041]　本発明の一実施形態による、適合可能な照明効果を有する照明器具
の概略図である。
【図１１】[0042]　本発明の一実施形態による物体を照光するための方法のフローチャー
トである。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　[0043]　展示物体若しくはシーン、又はそのような物体若しくはシーンの一部分に意図
的にハイライトを当てるか、又はそれを強調するために、指向性照明効果を有するスポッ
トライトを用いて物体を照光することがしばしば望まれる。しかし、スポットライトは、
典型的には永久的に設置され、又は機械的に可動の照明器具によって提供され、その結果
、制限されて融通性がない照明システムとなる。更に、多数の光源が個々に設置されなけ
ればならず、次いで、指向性照明効果を提供するために単一のシステムとして制御される
ように接続及び稼働されなければならない。
【００３４】
　[0044]　より一般的には、本出願人は、展示物体を照光するために動的な照明効果を生
み出すことができる個別にアドレス可能な複数のＬＥＤベースの光源を備える照明器具に
提供することが有益であると認識し、且つ理解している。例えば、複数の光源を有する円
形の照明器具が、その照明器具の中央領域内に配置された展示物体を収容して照光するこ
とができる。
【００３５】
　[0045]　以上を踏まえて、本発明の様々な実施形態及び実装形態は、中央に置かれた展
示物体に特有の動的な照明効果を提供するように構成され得る個別にアドレス可能な複数
のＬＥＤベースの光源を含む円形の照明器具を対象とする。動的な照明効果により、様々
な高さ、サイズ、及び形状を有する中央に置かれた展示物体が展示され得る。また、円形
の照明器具は、センサを含むこともでき、中央に置かれた展示物体の物理的特性を検出し
、ＬＥＤベースの光源の個別アドレス可能性により、照明器具によって生み出される１つ
又は複数の指向性照明効果を生み出すか、又は変更する。
【００３６】
　[0046]　ここで図面を参照すると、図１Ａ及び図１Ｂに、複数の光源１２を含む照明器
具１０の一実施形態が示されており、光源１２の少なくとも幾つかは、展示物体１４を照
光するように向きを定められている。幾つかの実施形態では、照明器具１０は少なくとも
一部円形であり、展示物体１４は、照明器具の中央領域１６内に位置され、例えば図１Ｂ
に示される中心軸Ｘ－Ｘと位置合わせされる。この中心軸Ｘ－Ｘは、リングの平面に対し
て約９０°であるが、多くの他の角度及び向きも可能である。幾つかの実施形態では、複
数の光源１２はそれぞれ、ＬＥＤベースの光源である。ＬＥＤベースの光源は、直線状の
構成、２次元構成、又は３次元構成でのＬＥＤのアレイを含め、１つ又は複数のＬＥＤを
有していてよい。光源は、所定の特性（即ち色強度、色温度等）の光を放出するように駆
動され得る。様々な異なる色の放射を発生するように適合された多くの異なる数及び様々
なタイプの光源（全てのＬＥＤベースの光源、ＬＥＤベースの光源のみ、ＬＥＤベースで
ない光源のみ、又はそれらの組合せ等）が、照明器具で採用され得る。例えば、幾つかの
実施形態では、照明器具１０は、２種以上の異なる色のＬＥＤを含む。従って、光源の空
間的な向きが、放出される光の色又は色温度の調節をもたらすこともある。
【００３７】
　[0047]　図１Ａ及び図１Ｂに示される実施形態では、照明器具１０は、第１の部材１８
、例えばＬＥＤベースの光源１２の「リング」１８を有するが、照明器具１０は、より多
数のリングを有していてよく、又は代替構造を有していてもよい。例えば、図２に示され
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る実施形態では、照明器具１０は、ＬＥＤベースの光源１２の３つのリング（１８ａ、１
８ｂ、及び１８ｃ）を有する。この実施形態では、各リングにある複数の光源１２が、展
示物体１４に沿って異なる高さ又は位置で光ビーム２０（図６に示される）を放出するよ
うに向きを定められ得る。単なる一例として、リング１８ａにある光源は、物体に最も近
いため、展示物体１４の下側部分を照光するように構成され得る。リング１８ｂにある光
源は、展示物体１４の中央又は中間部分を照光するように構成され得、リング１８ｃにあ
る光源は、物体から最も遠いため、展示物体１４の上側部分を照光するように構成され得
る。
【００３８】
　[0048]　ＬＥＤベースの光源１２は、多くの異なる構成で照明器具１０内に分布され得
る。例えば、図３に示されるように、光源１２は、リング１８ａでの光源のように等間隔
に配置され得る。複数のリングを有する一実施形態では、光源１２は、リング間で調整さ
れ得る。例えば、図３の上半分に示されるように、リング１８ｂにある光源１２は、光源
リング１８ａにある光源と千鳥配置にされてよい。図３の下半分に示されるように、リン
グ１８ｂにある光源は、リング１８ａにある光源と整列し、中央領域から外方向に延びる
光源の列を形成してもよい。別の実施形態では、照明器具１０は、上述した構成の１つ又
は複数で配置された光源を有する単一のリング１８を有する。図３に示される構成の組合
せを含め、多くの他の構成が可能である。一実施形態では、光源によって放出される光の
強度又は他の特性は、照明器具１０の中心からのその光源の距離に応じて変化し得る。例
えば、外側リングにあるＬＥＤベースの光源１２は、内側リングにある光源よりも高い出
力で駆動され得る。
【００３９】
　[0049]　照明器具１０は、複数のＬＥＤベースの光源によって発生された放射を光学的
に処理するために１つ又は複数の光学素子を含んでいてよい。幾つかの実施形態では、１
つ又は複数の光学素子は、発生された放射の空間分布又は伝播方向を変更し得る。光学素
子の例は、限定はしないが、反射材、屈折材、透光材、フィルタ、レンズ、ミラー、及び
光ファイバを含む。１つ又は複数の光学素子は、エンクロージャ若しくは筐体内に完全に
若しくは一部収容されてよく、又はエンクロージャ若しくは筐体内に完全に若しくは一部
組み込まれてもよい。一実施形態では、各ＬＥＤベースの光源１２が、その光源によって
放出された光をコリメートして指向性ビームにする光学素子を有する。別の実施形態では
、照明器具１０の各リング１８が、リング１８内又はリング１８上のあらゆる光源の光を
コリメートする単一の光学素子である。例えば、リング１８ａ、１８ｂ、１８ｃ、及び１
８ｄを有する照明器具１０の断面が図４に示されている。各リングは、それぞれのリング
の全体に沿ったレンチキュラレンズ１３を含む。幾つかの実施形態では、光のクロストー
クを制限するか、又はなくすためのシステム又は方法が利用され得る。
【００４０】
　[0050]　図５に示されるものを含めた様々な実施形態において、照明器具１０は、全周
リングではなく、ＬＥＤベースの光源１２の半円形リング１８を有する。この実施形態は
、フルリングが利用されるのを妨げる壁、隅部、若しくは他の構造に照明器具が当接する
か、又はそのような構造に配置されるときに興味深いものとなり得る。他の実施形態では
、照明構造１０は、展示物体１４を隅部に収容するように「Ｌ」字形に構成され、又は例
えば壁に描かれた絵を収容するように「Ｕ」字形に構成される。展示物体１４は、照明器
具の中央領域１６内に配置され得、例えば壁に接するように配置され得る。更に別の実施
形態では、展示物体１４は、壁等の垂直表面である。例えば、壁は、ユーザがＬＥＤベー
スのスポットライト照明でハイライトを当てることを望む壁画を含んでいてよく、半円形
の照明器具１０は、微調整された指向性照明効果を提供するように構成される。
【００４１】
　[0051]　更に別の実施形態では、照明器具１０は、可撓性の円形リングである。従って
、照明器具は、様々な異なる構造的構成に適合することができる実質的に可撓性の材料か
ら構成される。例えば、照明器具１０又はリング１８は、その内部に埋め込まれた状態で
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、複数のＬＥＤベースの光源１２と、各光源に電力を提供して制御するための可撓性のワ
イヤ及び／又は回路構成とを含む可撓性のマット又は他の支持構造でよい。可撓性の照明
器具は、例えば表面が完全には平坦でない環境で利用され得、多様な他の用途を有する。
【００４２】
　[0052]　図９Ａに示される別の実施形態では、展示物体１４は、照明器具１０の下に配
置される。例えば、照明器具は、天井、上側にある棚若しくはラック、又は上側にある他
の表面若しくは位置に配置又は接続されてよく、展示物体１４に対して下方向に光ビーム
２０の向きを定めることがある。
【００４３】
　[0053]　更に別の実施形態では、本明細書で想定又は記載される照明器具の任意のもの
が表面に埋め込まれる。例えば、図１Ａ及び図１Ｂでの照明器具１０は、表面（図示せず
）に配置されるか、又は表面の上に位置するのではなく、表面に埋め込まれ得る。一例と
して、表面は、その近くに展示物体が配置され得るステージ、台座、棚、天井、又は他の
表面でよい。一態様によれば、表面への照明器具１０の埋込みは、表面が平らであり、滑
らか又は平坦なままであるようにする。
【００４４】
　[0054]　別の実施形態では、照明器具は、図９Ｂに示されるような可撓性の管体であり
、複数の光源１２が管体の外面で外向きである。この構成は、照明器具１０を物体の周り
に位置決めすることを可能にする。例えば、可撓性の管体は、多くの使用法の中でもとり
わけ、庭の木若しくは植物に、又はその周りに配置され得、或いは大きいプランター若し
くは鉢の縁部に配置され得る。多くの異なる指向性照明効果を生み出すために、管体の外
面に位置された複数の光源１２が、個別にアドレス可能であり制御され得る。
【００４５】
　[0055]　図７Ａに示される一実施形態では、照明器具１０は、１つ又は複数の構成要素
を有する制御回路構成５０を含み、そのような構成要素は、とりわけ、例えば光源ドライ
バ２４、プロセッサ２８及びメモリ３０を含むことができる制御装置２６、通信モジュー
ル３６、並びにユーザインターフェース３８を含む。この実施形態では、照明器具１０は
、単一の制御装置２６によって制御されるが、他の実施形態では、照明器具は、複数の制
御装置（２６ａ、２６ｂ等）を有することもできる。制御装置２６は、１つ又は複数の信
号を出力して、複数の光源１２を駆動させ、それらの光源から様々な強度の光を発生する
ように構成又はプログラムされる。例えば、制御装置２６は、各光源毎に制御信号を発生
して、各光源によって発生される光の強度を個別に制御する、光源のグループを制御する
か、又は全ての光源をまとめて制御するようにプログラム又は構成されてよい。また、制
御装置２６は、各光源の色、色温度、又はスペクトル成分等、光源１２に関連付けられる
１つ又は複数の照明パラメータを制御するように構成又はプログラムされてもよい。別の
態様によれば、制御装置２６は、光源ドライバ２４等、他の専用回路構成を制御してもよ
く、この光源ドライバ２４が光源を制御して光源の強度を変える。制御装置２６は、例え
ば、本明細書で論じられる様々な機能を行うためにソフトウェアを使用してプログラムさ
れたプロセッサ２８でよく、メモリ３０と組み合わせて利用され得る。メモリはデータを
記憶することができ、そのようなデータは、プロセッサ２８によって実行するための１つ
又は複数の照明コマンド又はソフトウェアプログラム、並びに限定はしないがその照明器
具のための特定の識別子を含めた様々なタイプのデータを含む。
【００４６】
　[0056]　様々な実施形態において、照明器具１０内の複数のＬＥＤベースの光源１２は
、制御装置２６によって個別にアドレス可能又は制御可能である。一例として、高さ、色
、形状、又はアルベド等、展示物体１４の１つ又は複数の特性は、時間と共に変化するこ
とがあり、又は可変であり得る。一実施形態では、照明器具１０は、制御装置２６と通信
する複数のセンサ３４を含み、各センサ３４は、展示物体１４の表面の一部分のアルベド
又は反射率を求めるように構成される。展示物体１４の一部分のアルベドが低下したとき
、又は新たな展示物体１４が中央領域１６内に配置されたとき、センサ３４は、その低下
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を検出して、そのデータを制御装置２６に送信する。制御装置２６は、展示物体１４の表
面のその部分に向けられた光源１２のサブセットの強度を個別に増加して、展示物体１４
の全表面からの所定レベルの反射光を維持するように構成される。別の例として、制御装
置２６は、カメラ等の光学センサ３４から、展示物体１４が移動した又は新たな形状を取
った旨の情報を受信し、この移動又は形状変化は、物体を照光する光源１２のパターンの
変更を必要とする。制御装置２６は、展示物体１４を適切に照光するために作動されるか
、又は他の方法で変更されなければならない照明器具１０内の光源１２のみを個別に制御
することができる。
【００４７】
　[0057]　照明器具１０は、電源４２（例えば図７Ａに示される）、最も典型的にはＡＣ
電源も含むが、とりわけＤＣ電源、太陽光ベースの電源、又は機械ベースの電源を含めた
他の電源も可能である。電源は、電源変換器と動作可能に通信してよく、電源変換器は、
外部電源から受信された電源を、照明器具によって使用可能な形態に変換する。
【００４８】
　[0058]　また、照明器具１０は、限定はしないが高さ、サイズ、向き、色等を含めた展
示物体１４の１つ又は複数の特性を検出するように適合された１つ又は複数のセンサ３４
を含むこともできる。別の実施形態では、センサ３４は、環境の周囲光レベルを検出する
ように適合された周囲光センサでよい。例えば、周囲光レベルセンサ３４は、展示物体１
４の近位の光のレベルを検出することができ、制御装置２６は、検出された周囲光レベル
に応じて、１つ又は複数の光源１２によって放出される光の強度を制御することができる
。従って、センサ３４は、光学センサ及び周囲光センサを含めた様々な異なるタイプのセ
ンサでよい。照明器具１０は、ローカル接続を介してセンサ３４に結合され、センサ３４
からセンサ値を受信する。幾つかの実施形態では、センサ３４は、照明器具１０に取り付
けられてよく、又は照明器具１０と一体化されてもよい。幾つかの実施形態では、センサ
３４と照明器具１０との接続は有線接続である。幾つかの実施形態では、センサ３４と照
明器具１０との接続は無線接続である。
【００４９】
　[0059]　幾つかの実施形態では、制御装置２６は、１つ又は複数のセンサ３４から受信
された入力又はデータに基づく照明制御コマンドを提供し得る。例えば、幾つかの実施形
態では、照明器具１０は、リングの中央に位置された展示物体１４の高さに関する情報を
提供するセンサに結合されてよく、それにより、照明器具は、光源ドライバ２４に照明制
御コマンドを提供し、複数の光源１２の幾つかを作動及び／又は作動停止させて、物体の
全体を照光することができる。幾つかの実施形態では、照明器具１０は、部屋内の周囲光
のレベルを検出するために周囲光レベルセンサに結合されてよく、この場合、照明器具１
０は、光源ドライバ２４に照明制御コマンドを提供して、検知された光レベルに基づいて
特定のレベルで動作するように光源１２に要求することができる。
【００５０】
　[0060]　別の実施形態では、ＬＥＤベースの光源は、物体の１つ又は複数の特性を検出
するための一体化又は接続されたセンサを有していてよく、それにより、センサデータに
基づいて光効果が調節され得る。例えば、物体をスキャンして、放出される符号化された
光の反射をセンサで検出することによって、物体の高さが検出され得る。物体を検出する
ために１つ又は複数の高さに向けられた複数のセンサが存在し得る。センサ３４は、例え
ば１つ又は複数小型カメラでよく、これらのカメラは、照明器具１０に組み込まれ、中央
領域に向けて向きを定められ得る。カメラ及び画像処理を使用して、展示物体１４の１つ
又は複数の特性が導出され得る。
【００５１】
　[0061]　検出の一例として、１つ又は複数の光源及び／又はセンサ間で測定される反射
のばらつきは、物体の低い解像度のピクチャを生み出すものであり、このばらつきは次い
で、物体に対する光源の特定の光出力の効果を決定するために入力として使用され得る。
各光源が異なる色スペクトルを放出する複数のＬＥＤから成る場合、各光源が、異なる色
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又は色温度を有する光を放出することが可能であり得る。
【００５２】
　[0062]　幾つかの実施形態では、照明器具１０は、１つ又は複数のユーザインターフェ
ース３８を含み、ユーザインターフェース３８は、オン／オフ、色、強度、角度、照明器
具に関する設定特定識別子、及び多くの他の照明特性を含めた様々な照明特性をユーザが
制御できるようにする。別の実施形態では、ユーザインターフェース３８は、限定はしな
いが高さ、サイズ、向き、色等を含め、リングの中央に位置された展示物体１４に関する
情報を制御装置２６に提供するために利用される。ユーザインターフェースと照明器具と
の通信は、有線又は無線伝送を介して達成され得る。照明器具自体に配設されたスイッチ
／制御入力を介してユーザによって手動制御が行われてもよい。例えば、ユーザインター
フェース３８は、制御装置２４への電力を遮断する電源スイッチ（例えば標準の壁スイッ
チ）でよい。照明器具１０は、単純なディップスイッチ、電子スイッチボタン、又はタッ
チ入力を含むように構成されてよい。ディップスイッチ及び電子スイッチボタンは、オン
／オフ機能を提供することができ、又は単一の光源、１グループの光源、又は全ての光源
によって提供される光の強度をユーザが調節するのを可能にするように構成されてもよい
。
【００５３】
　[0063]　幾つかの実施形態では、複数の光源１２はそれぞれ、個別にアドレス可能であ
り、制御装置２６によって個別に制御され得、それにより、指向性照明効果の微調整を可
能にする。ユーザ対話システム又は方法を備えるユーザ操作デバイス（例えば、スマート
フォン、タブレット、又は他のポータブル若しくはリモートコンピューティングデバイス
）が、照明器具及び個別にアドレス可能な光源を稼働及び／又は制御するために使用され
得る。例えば、本発明の一実施形態では、照明器具とリモートコンピューティングデバイ
スとの間の通信チャネルを確立するためにＮＦＣ（近距離通信）が採用される。他の通信
法は、Bluetooth（登録商標）、Wi-Fi（登録商標）、ＩＲ、及び幾つかの他の通信法を含
む。
【００５４】
　[0064]　例えば、ユーザ操作デバイスは、照明器具と通信して照明器具を制御するため
の機能を提供するインストールされたソフトウェアアプリケーションを備えるスマートフ
ォン又はタブレットでよい。例えば、アプリケーションは、スマートフォンの既存の通信
機能を利用して、Wi-Fi（登録商標）、Bluetooth（登録商標）、又は様々な他のやり方を
介して照明器具１０と通信することができる。通信が確立された後、アプリケーションは
、展示物体１４の位置、サイズ、形状、色、高さ、又は他の特性に関する情報を収集する
ために使用され得る。例えば、アプリケーションは、展示物体１４を視覚化し、その情報
を処理し、データを照明器具に送信するために、スマートフォンに関連付けられたカメラ
を利用することができる。このようにして、アプリケーションは、指向性照明効果を間接
的に選択しているか、又は指向性照明効果の選択を間接的に通知している。
【００５５】
　[0065]　幾つかの実施形態では、アプリケーションは、指向性照明効果を直接選択する
ために使用される。例えば、アプリケーションはユーザインターフェースを含んでいてよ
く、ユーザインターフェースは、オン／オフ、色、強度、角度、照明器具に関する設定特
定識別子、及び多くの他の照明特性を含め、光源１２に関する１つ又は複数の照明特性を
ユーザが変更できるようにする。
【００５６】
　[0066]　照明器具１０の１つ又は複数の構成要素への電力の即時制御を含め、ユーザ入
力が光源の１つ又は複数を直接制御してもよいが、制御装置２６は、予めプログラムされ
た応答を作動させることによってユーザ入力に応答するように構成又はプログラムされて
よく、これは、記憶されたソフトウェアプログラムを実行すること、又はユーザ入力を１
つ又は複数の他のデータと共に利用して、どの応答を関係付けるかを選択することを含む
。幾つかの実施形態では、制御装置２６は、ユーザインターフェース３８を監視して、ユ
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ーザ入力に応答するようにプログラム又は構成されてよく、この応答は、例えば、メモリ
に記憶されている１つ若しくは複数の予めプログラムされた制御信号を選択すること、メ
モリから新たな照明プログラムを選択して実行すること、又は光源１２の１つ若しくは複
数によって発生される放射に他の方法で影響を及ぼすことによって行われる。
【００５７】
　[0067]　幾つかの実施形態では、照明器具１０は、ユーザインターフェース３８からの
ユーザ入力を、１つ又は複数のセンサ３４から受信されたデータと関連付けて利用して、
光源ドライバ２４に照明制御コマンドを提供し、メモリから新たな照明プログラムを選択
して実行し、又は光源１２の１つ若しくは複数によって発生される放射に他の態様で影響
を及ぼすことができる。例えば、照明器具１０は、ユーザ入力についてユーザインターフ
ェース３８を監視するように、及びセンサデータについてセンサ３４を監視するように構
成されてよい。照明器具１０の制御装置２６は、ユーザ入力をセンサデータと組み合わせ
て利用して、上述したのと同様の方法で光源１２ａ、１２ｂ、１２ｃ、及び１２ｄの１つ
又は複数を制御することができる。
【００５８】
　[0068]　幾つかの実施形態では、隣接する照明器具と通信するため、又はスマートフォ
ン若しくは他のポータブルコンピューティングデバイス等、遠隔に位置された稼働デバイ
ス又はセンサと通信するために、照明器具１０は、通信モジュール３６を含むことができ
る。通信モジュール３６によって採用される通信媒体は、様々な有線又は無線通信技法の
任意のものでよく、とりわけ、有線データバス、無線ＲＦ通信、又は光通信、例えば符号
化された可視光若しくはＩＲ光といった態様を含む。
【００５９】
　[0069]　幾つかの実施形態では、照明器具１０はまた、照明器具及び／又は光源を低温
で保ってそれらの寿命を延ばすために、ファン、ヒートシンク、又は他の方法等、熱制御
メカニズムを含んでいてもよい。
【００６０】
　[0070]　幾つかの実施形態では、照明器具１０は、１つ又は複数の特定の方向に照明器
具１０又は複数の光源１２のうちの１つ若しくは複数の向きを定めるために、１つ又は複
数の位置モータ又は移動メカニズムを含む。また、照明器具１０は、適切に光源の向きを
定めるために、センサ３４からのセンサデータを利用してもよい。例えば、制御装置２６
は、センサ３４を監視し、受信した光信号に基づいて、照明器具の中央領域１６内に高さ
「ｙ」の展示物体１４が配置されていると判断する。制御装置２６は、例えば、メモリに
記憶された１つ若しくは複数の予めプログラムされた制御信号を選択すること、メモリか
ら新たな照明プログラムを選択して実行すること、光源１２の１つ若しくは複数によって
発生される放射に他の方法で影響を及ぼすこと、又は、展示物体１４の高さ「ｙ」に対応
する向きに複数の光源のうちの１つ若しくは複数を動かすことによって、データに応答す
ることができる。
【００６１】
　[0071]　別の実装形態として、照明器具１０は、運動可能範囲を有して所定位置に可動
に設置されてよく、この運動可能範囲は、照明器具１０又は複数の光源のうちの１つ若し
くは複数の向きをユーザが手動で操作できるようにする。幾つかの実施形態では、制御装
置２６は、その向きを監視して、移動に応答することができ、この応答は、例えば、メモ
リに記憶されている１つ若しくは複数の予めプログラムされた制御信号を選択すること、
メモリから新たな照明プログラムを選択して実行すること、又は光源１２の１つ若しくは
複数によって発生される放射に他のやり方で影響を及ぼすことによって行われる。
【００６２】
　[0072]　幾つかの実施形態では、照明器具１０は、２つ以上の照明ユニット（２２ａ、
２２ｂ等）を含み、各照明ユニットが、複数のＬＥＤベースの光源１２を含む。例えば、
図８に示される実施形態では、照明器具は、リング１８ａを形成するか、又はリング１８
ａの構成要素である照明ユニット２２ａと、リング１８ｂを形成するか、又はリング１８
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ｂの構成要素である照明ユニット２２ｂとを含む。各照明ユニット２２ａ及び２２ｂは、
光源ドライバ（２４ａ、２４ｂ）と、制御装置（２６ａ、２６ｂ）とを含む。別の態様で
は、単一の制御装置２６及び／又は単一の光源ドライバ２４によって、複数の照明ユニッ
ト全てが制御される。幾つかの実施形態では、照明ユニット（２２ａ、２２ｂ等）の１つ
又は複数は、センサ３４を含む。更に、照明器具は、複数の照明ユニットに電力を提供す
るために電源４２及び電力変換器４０を含み、各照明ユニットは、電力配線４４によって
接続され得る。また、複数の照明ユニットは、通信モジュールを含むこともでき、通信モ
ジュールは、個々の照明ユニットが互いに又は例えばリモートセンサと通信できるように
する。
【００６３】
　[0073]　幾つかの実施形態では、照明システム１０２は、照明器具１０と、ユーザデバ
イス１００とを含む。図７Ｂを参照すると、照明器具１０は、１つ又は複数の構成要素を
有する制御回路構成５０を含み、そのような構成要素は、とりわけ、例えば光源ドライバ
２４、プロセッサ２８及びメモリ３０を含むことができる制御装置２６、通信モジュール
３６、並びにユーザインターフェース３８を含む。この実施形態では、照明器具１０は、
単一の制御装置２６によって制御されるが、他の実施形態では、照明器具は、複数の制御
装置（２６ａ、２６ｂ等）を有することができる。制御装置２６は、１つ又は複数の信号
を出力して、複数の光源１２を駆動させ、それらの光源から様々な強度の光を発生するよ
うに構成又はプログラムされる。例えば、制御装置２６は、各光源毎に制御信号を発生し
て、各光源によって発生される光の強度を個別に制御する、光源のグループを制御するか
、又は全ての光源をまとめて制御するようにプログラム若しくは構成されてよい。また、
制御装置２６は、各光源の色、色温度、又はスペクトル成分等、光源１２に関連付けられ
る１つ若しくは複数の照明パラメータを制御するように構成又はプログラムされてもよい
。別の態様によれば、制御装置２６は、光源ドライバ２４等、他の専用回路構成を制御し
てもよく、この光源ドライバ２４が光源を制御して光源の強度を変える。制御装置２６は
、例えば、本明細書で論じられる様々な機能を行うためにソフトウェアを使用してプログ
ラムされたプロセッサ２８でよく、メモリ３０と組み合わせて利用され得る。メモリはデ
ータを記憶することができ、そのようなデータは、プロセッサ２８によって実行するため
の１つ又は複数の照明コマンド又はソフトウェアプログラム、並びに限定はしないがその
照明器具のための特定の識別子を含めた様々なタイプのデータを含む。
【００６４】
　[0074]　様々な実施形態において、照明器具１０内の複数のＬＥＤベースの光源１２は
、制御装置２６によって個別にアドレス可能又は制御可能である。一例として、展示物体
１４の１つ若しくは複数の特性、又は展示物体若しくは照明器具１０を取り巻く環境は、
時間と共に変化することがあり、又は可変であり得る。一実施形態では、照明器具１０は
、制御装置２６と通信する複数のセンサ３４を含み、各センサ３４は、高さ又は色等、展
示物体の１つ又は複数の特性を求めるように構成される。例えば、センサ３４は、異なる
高さに向きを定められた１つ又は複数のセンサでよい。制御装置２６は、高さセンサデー
タを利用して、ＬＥＤベースの光源１２の１つ又は複数を個別に制御して、展示物体１４
の全高又は全周に沿った一様な照明効果を提供するように構成又はプログラムされ得る。
個別制御又はアドレス可能性の別の例として、各リング１８ａ、１８ｂ、１８ｃ等が、異
なる色のＬＥＤベースの光源の異なる集合又はグループを有する。リング１８ａ又はリン
グ１８ａの一部は、特定の色又は色範囲を放出する光源を有していてよい。リング１８ｂ
又はリング１８ｂの一部は、異なる色又は色範囲を放出する光源を有していてよい。リン
グ１８ａの光源及びリング１８ｂの光源は、特定の色で展示物体１４を照光するように個
別に制御され得、その制御は、物体が照光される色を変えるように時間と共に変化してよ
い。例えば、台座上の展示物体１４に関して、制御装置２６は、第１の強度及び色の光で
台座を照光し、その一方で、展示物体は、異なる強度及び色で照光され得る。個別制御又
はアドレス可能性の更に別の例として、照明効果と音楽又はサウンドとの関連付け等、タ
イミング調整された照明効果を生み出すために、複数のＬＥＤベースの光源１２が個別に
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制御され得る。照明器具１０内のＬＥＤベースの光源１２の個別のアドレス可能性及び制
御を利用して、多くの他の可変照明効果が生み出され得る。
【００６５】
　[0075]　また、照明器具１０は、限定はしないが高さ、質量、サイズ、向き、色等を含
めた展示物体１４の１つ又は複数の特性を検出するように適合された１つ又は複数のセン
サ３４を含むこともできる。別の実施形態では、センサ３４は、環境の周囲光レベルを検
出するように適合された周囲光センサでよい。従って、センサ３４は、光学センサ及び周
囲光センサを含めた様々な異なるタイプのセンサでよい。照明器具１０は、ローカル接続
を介してセンサ３４に結合され、センサ３４からセンサ値を受信する。幾つかの実施形態
では、センサ３４は、照明器具１０に取り付けられてよく、又は照明器具１０と一体化さ
れてもよい。幾つかの実施形態では、センサ３４と照明器具１０との接続は有線接続であ
る。幾つかの実施形態では、センサ３４と照明器具１０との接続は無線接続である。
【００６６】
　[0076]　幾つかの実施形態では、制御装置２６は、１つ又は複数のセンサ３４から受信
された入力又はデータに基づく照明制御コマンドを提供し得る。例えば、幾つかの実施形
態では、照明器具１０は、リングの中央に位置された展示物体１４の高さに関する情報を
提供するユーザデバイス１００内のセンサに結合されてよく、それにより、照明器具は、
光源ドライバ２４に照明制御コマンドを提供し、複数の光源１２の幾つかを作動及び／又
は作動停止させて、物体の全体を照光することができる。
【００６７】
　[0077]　幾つかの実施形態では、複数の光源１２はそれぞれ個別にアドレス可能であり
、制御装置２６によって個別に制御され得、それにより、高さ、形状、色、及び上述した
ような多くの他の望ましい照明効果の調節又は制御を含め、指向性照明効果の微調整を可
能にする。一例として、ＬＥＤベースの光源１２のサブセットは、展示物体の一部分に沿
った周囲光レベルの変化への応答を含め、センサ３４からのデータに基づいて展示物体１
４の照光を調節するように個別に制御され得る。ユーザデバイス１００は、照明器具及び
個別にアドレス可能な光源を稼働及び／又は制御するために使用され得るユーザ対話シス
テム及び方法（例えば、スマートフォン、タブレット、又は他のポータブル若しくはリモ
ートコンピューティングデバイス）を含むことができる。例えば、本発明の一実施形態で
は、照明器具とリモートコンピューティングデバイスとの間の通信チャネルを確立するた
めにＮＦＣ（近距離通信）が採用される。他の通信法は、Bluetooth（登録商標）、Wi-Fi
（登録商標）、ＩＲ、及び幾つかの他の通信法を含む。
【００６８】
　[0078]　例えば、ユーザデバイス１００は、照明器具と通信して照明器具を制御するた
めの機能を提供するインストールされたソフトウェアアプリケーションを備えるスマート
フォン又はタブレットでよい。例えば、アプリケーションは、スマートフォンの既存の通
信機能を利用して、Wi-Fi（登録商標）、Bluetooth（登録商標）、又は様々な他の方法を
介して照明器具１０と通信することができる。通信が確立された後、アプリケーションは
、展示物体１４の位置、サイズ、形状、色、高さ、又は他の特性に関する情報を収集する
ために使用され得る。例えば、アプリケーションは、展示物体１４を視覚化し、その情報
を処理し、データを照明器具に送信するために、スマートフォンに関連付けられたカメラ
を利用することができる。このようにして、アプリケーションは、指向性照明効果を間接
的に選択しているか、又は指向性照明効果の選択を間接的に通知している。幾つかの実施
形態では、アプリケーションは、指向性照明効果を直接選択するために使用される。例え
ば、アプリケーションはユーザインターフェースを含んでいてよく、ユーザインターフェ
ースは、照明器具に関するオン／オフ、色、強度、角度、特定の識別子の設定、及び多く
の他の照明特性を含め、光源１２に関する１つ又は複数の照明特性をユーザが変更できる
ようにする。
【００６９】
　[0079]　図１０Ａ及び図１０Ｂに示される幾つかの実施形態では、照明器具１０は、展
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示物体１４に対する観察者の位置に応答する。例えば、図１０Ａにおいて、観察者６０は
、第１の位置におり、展示物体１４に向かう視線６２を有する。照明器具内の複数の光源
１２のうちの特定のものが、観察者の存在、位置、動き、及び／又は向きに関して環境を
監視するセンサ６３によって決定された観察者の位置及び推定の視線に応答して作動及び
／又は作動停止し、その結果、特定の光ビーム２０が展示物体を照光する。観察者が図１
０Ｂの位置に移動するとき、センサ６３は、観察者の移動及び／又は新たな位置を検出し
、制御装置２６は、その情報を使用して特定の光源を作動及び／又は作動停止させ、それ
により、１つ又は複数の光ビーム２０が展示物体を照光する。これは、閲覧者の視点から
の物体１４の最適な照光、及びインタラクティブな照明効果を可能にする。一例として、
美術館又は小売店では、展示物体は、観察者が物体の周りを自由に動くことができる空間
内で、プラットフォーム又はステージ上に陳列され得る。観察者の位置が既知である場合
、指向性照明効果は、観察者が位置する場所と同じ方向から照光が来る（即ち展示物体に
向かう観察者の視線に合わせて向きを定められる）ように調節され得る。単なる一例とし
て、観察者と展示物体との間の視線に近い方向を有する単一の光ビーム２０が生成され得
るか、又はこの視線を中心とする２つ以上のビームが生成され得る。幾つかの実施形態で
は、観察者に関する他の特性又は情報が測定され、次いで照明効果に関する決定のために
利用される。これらの他の特性又は情報は、とりわけ、例えば観察者の身長を含むことが
できる。
【００７０】
　[0080]　図１１は、一実施形態による中央に位置された展示物体１４の指向性照明効果
を生み出す例示的な方法９００のフローチャートを示す。他の実装形態は、異なる順序で
ステップを実施してよく、幾つかのステップを省いてよく、及び／又は図１１に示される
ものとは異なる及び／又は追加のステップを実施してよい。便宜上、この方法を実施する
ことができる照明システムの１つ又は複数の構成要素を参照して図１１の態様を述べる。
構成要素は、例えば、図１Ａ～図９Ｂにおける照明器具１０及び記載又は想定される任意
の実施形態の構成要素の１つ又は複数を含んでいてよい。
【００７１】
　[0081]　ステップ９１０で、複数の光源１２を含む照明器具１０が提供される。照明器
具１０は、本明細書に記載されるか、又は他の想定される実施形態の任意のものでよい。
例えば、照明器具は、とりわけ、複数の光源１２、プロセッサ２８及びメモリ３０を含む
ことができる制御装置２６、通信モジュール３６、並びにユーザインターフェース３８と
いった構成要素を含む。照明器具１０は、電源４２、最も典型的にはＡＣ電源も含むが、
とりわけＤＣ電源、太陽光ベースの電源、又は機械ベースの電源を含めた他の電源も可能
である。照明器具１０は、限定はしないが高さ、質量、サイズ、向き、色等を含めた展示
物体１４の１つ又は複数の特性を検出するように適合された１つ又は複数のセンサ３４を
含むこともできる。別の実施形態では、センサ３４は、環境の周囲光レベルを検出するよ
うに適合された周囲光センサでよい。別の実施形態によれば、照明器具１０は、物体を観
察するユーザの位置及び／又は移動を検出するように構成されたセンサ６３を含むことが
できる。
【００７２】
　[0082]　ステップ９２０で、照明器具１０は、照明器具の中央領域１６内に位置、配置
、又は移動された展示物体１４の存在を示す情報を受信する。幾つかの実施形態では、セ
ンサが、照明器具の照光領域内に物体が位置されていると判断する。例えば、照明器具１
０は、物体の存在を検出するために１つ又は複数のセンサを含むことができる。従って、
センサは、光学センサ、光センサ、及び他のセンサを含めた様々な異なるタイプのセンサ
でよい。照明器具１０は、ローカル接続を介してセンサに結合され、センサからセンサ値
を受信することができる。幾つかの実施形態では、センサは、照明器具１０に取り付けら
れてよく、又は照明器具１０と一体化されてもよい。幾つかの実施形態では、センサと照
明器具１０との接続は無線接続である。幾つかの実施形態では、センサは、照明器具１０
によって照光された領域に関連するセンサ値を提供するように位置決めされる。
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【００７３】
　[0083]　別の実施形態では、ステップ９２０で、照明器具１０は、照明器具の近くの領
域内に位置、配置、又は移動された物体１４の観察者の存在を示す情報を受信する。幾つ
かの実施形態では、センサ６３が、照明器具の特定の領域内に観察者がいると判断する。
従って、照明器具１０は、ユーザの存在を検出するために１つ又は複数のセンサを含むこ
とができる。従って、センサは、光学センサ、光センサ、及び他のセンサを含めた様々な
異なるタイプのセンサでよい。照明器具１０は、ローカル接続を介してセンサに結合され
、センサからセンサ値を受信することができる。幾つかの実施形態では、センサは、照明
器具１０に取り付けられてよく、又は照明器具１０と一体化されてもよい。幾つかの実施
形態では、センサと照明器具１０との接続は無線接続である。
【００７４】
　[0084]　幾つかの実施形態では、照明器具１０は、１つ又は複数のユーザインターフェ
ースを含み、ユーザインターフェースは、照明器具に関するオン／オフ、色、強度、角度
、特定の識別子の設定、及び多くの他の照明特性を含めた様々な照明特性をユーザが制御
できるようにし、また中央領域１６内に展示物体１４があるか否かをユーザが照明器具１
０に知らせることができるようにする。ユーザインターフェースと照明器具との通信は、
有線又は無線伝送を介して達成され得る。照明器具自体に配設されたスイッチ／制御入力
を介してユーザによって手動制御が行われてもよい。代替として、ユーザ対話システム又
は方法を備えるユーザ操作デバイス（例えば、スマートフォン、タブレット、又は他のポ
ータブル若しくはリモートコンピューティングデバイス）が、照明ユニットを稼働するた
めに使用され得る。
【００７５】
　[0085]　ステップ９３０で、照明器具１０内の複数の光源１２のうちの１つ又は複数が
、ステップ９２０で受信された情報に基づく作動及び／又は作動停止によって、物体１４
の指向性照明効果を提供するように作動及び／又は作動停止される。例えば、より詳細に
は上述したように、照明器具１０内の光源１２の１つ又は複数から放出される光の動作及
び／又は強度が、個別に又は単一のネットワークとして制御可能である。複数のＬＥＤベ
ースの光源のうちの１つ又は複数を作動又は作動停止させることに加えて、複数の光源そ
れぞれの強度、色、色温度、及び角度等、他の特性が個別に制御され得る。幾つかの実施
形態では、複数の光源１２のうちの１つ又は複数は、光ビームで物体１４を照光するため
に作動され得る。物体１４の異なる形状又はサイズ等、別の態様又は構成では、複数の光
源１２のうちの１つ又は複数が、既にある光ビームをなくすために作動停止され得、それ
により、物体の所望の部分又は領域にハイライトを当てる。幾つかの実施形態では、照明
器具、照明器具１０内の１つ又は複数の照明ユニット２２、及び／又は照明器具若しくは
照明ユニット内の複数の光源のうちの１つ又は複数は、より詳細には上述したように、所
望の指向性照明効果を生み出すために一緒に又は個別に制御され得る。
【００７６】
　[0086]　別の実施形態では、ステップ９３０で、照明器具１０内の複数の光源１２のう
ちの１つ又は複数が、観察者の位置又は移動に応じて指向性照明効果を提供するために作
動及び／又は作動停止される。例えば、より詳細には上述したように、照明器具１０内の
光源１２の１つ又は複数から放出される光の動作及び／又は強度が、個別に又は単一のネ
ットワークとして制御可能である。幾つかの実施形態では、複数の光源１２のうちの１つ
又は複数は、ユーザの視線に対応する光ビームで物体１４を照光するように作動され得る
。物体１４の異なる形状又はサイズ等、別の態様又は構成では、複数の光源１２のうちの
１つ又は複数が、既にある光ビームをなくすために作動停止され得、それにより、物体の
所望の部分又は領域にハイライトを当てる。幾つかの実施形態では、より詳細には上述し
たように、照明器具、照明器具１０内の１つ若しくは複数の照明ユニット２２、及び／又
は照明器具若しくは照明ユニット内の複数の光源のうちの１つ若しくは複数は、所望の指
向性照明効果を生み出すために一緒に又は個別に制御され得る。
【００７７】
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　[0087]　他の実施形態では、複数の光源のうちの１つ又は複数の照光角度は、展示物体
１４の存在に基づいて、及び／又は展示物体１４の検出された又は既知の特性若しくは性
質に基づいて調節される。例えば、展示物体が、特定の高さ、サイズ、色等であることが
分かっている場合、又はセンサデータを使用して特定の高さ、サイズ、色等であると決定
された場合、照明ユニット１０は、所望の指向性照明効果を生み出すために光源の１つ又
は複数の角度を調節することができる。従って、幾つかの実施形態では、照明器具１０内
の光源１２の１つ又は複数によって放出される光の角度が調節され得る。例えば、照明器
具１０の発光角度を調節する方法として、とりわけ、照明器具自体が可動でよく、照明器
具が可動の照明ユニット２２を含むことができ、又は照明器具が可動の光源１２を含むこ
とができる。発光角度は、上に記載された又は他の想定されるユーザ入力又はセンサデー
タに基づいて手動又は自動で調節され得る。
【００７８】
　[0088]　一例として、動的な効果を生み出し、様々なサイズ及び高さの物体に対処する
ために、ＬＥＤベースの光源１２の１つ又は複数の角度が調節され得る。例えば、高さ寸
法がより大きい展示物体の上部は、光源から更に離れており、従って、放出された光が展
示物体を照らす領域においてビーム幅がより大きくなり得、その結果、物体の上側領域で
はより低い光強度である。展示物体にわたるより一様な光分布を実現するために、外側リ
ングで発生される光ビームは、より高い光出力で個別に駆動され得、又はより小さいビー
ム角度を有するように調節された光学系を有していてよい。例えば、外側リングに関して
最小限のビーム角度が利用され得、内側リングは、同じビーム角度をより低い強度及び密
度で利用する。このようにして、同様の照明効果を依然として実現しながら、多様な物体
が対処され得る。所要のビーム角度は、照光されるべき展示物体の最大サイズ、リング１
８又は光源１２と展示物体との距離、及び／又は展示物体に対する照明効果の直径に依存
し得る。従って、照明器具１０のサイズと、照光され得る展示物体の最大サイズとの直接
的な関係があり得る。
【００７９】
　[0089]　任意選択的なステップ９４０で、照明器具は、既に生じている照明効果の変更
を必要とし得る展示物体又は環境に関する更新情報を受信する。一例として、図１０Ａ及
び図１０Ｂに示されるように、照明器具は、照明器具の近くの観察者の検出された位置と
、その位置から導き出される、検出された観察者の視線とに基づいて、展示物体１４を照
光するように構成され得る。観察者が展示物体に対して移動するとき、照明器具は、その
移動及びユーザの新たな視線に基づいて照明効果を調節することができる。
【００８０】
　[0090]　新たな位置情報を受信すると、照明器具１０は、ステップ９５０で、１つ又は
複数の指向性照明効果を調節することができる。例えば、観察者が新たな位置に移動する
とき、センサは、観察者の移動及び／又は新たな位置を検出し、制御装置２６は、その情
報を使用して特定の光源を作動及び／又は作動停止させ、それにより、１つ又は複数の光
ビーム２０が展示物体を照光する。これは、閲覧者の視点からの物体１４の最適な照光、
及びインタラクティブな照明効果を可能にする。単なる一例として、観察者と展示物体と
の間の視線に近い方向を有する単一の光ビーム２０が生成され得るか、又はこの視線を中
心とする２つ以上のビームが生成され得る。幾つかの実施形態では、観察者に関する他の
特性又は情報が測定され、次いで照明効果に関する決定のために利用される。これらの他
の特性又は情報は、とりわけ、例えば観察者の身長を含むことができる。
【００８１】
　[0091]　別の実施形態では、照明器具１０は制御装置２６を含み、制御装置２６は、予
めプログラムされた応答を作動させることによって新たな入力に応答するように構成又は
プログラムされ、これは、記憶されたソフトウェアプログラムを実行すること、又はどの
応答が関係するかを選択するために１つ又は複数の他のデータと共に入力を利用すること
を含む。
【００８２】
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　[0092]　幾つかの発明実施形態を本明細書に説明し例示したが、当業者であれば、本明
細書にて説明した機能を実行するための、並びに／又は、本明細書にて説明した結果及び
／若しくは１つ以上の利点を得るための様々な他の手段及び／若しくは構造体を容易に想
到できよう。また、このような変更及び／又は改良の各々は、本明細書に説明される発明
実施形態の範囲内であるとみなす。より一般的には、当業者であれば、本明細書にて説明
されるすべてのパラメータ、寸法、材料、及び構成は例示のためであり、実際のパラメー
タ、寸法、材料、及び／又は構成は、発明教示内容が用いられる１つ以上の特定用途に依
存することを容易に理解できよう。当業者であれば、本明細書にて説明した特定の発明実
施形態の多くの等価物を、単に所定の実験を用いて認識又は確認できよう。したがって、
上記実施形態は、ほんの一例として提示されたものであり、添付の請求項及びその等価物
の範囲内であり、発明実施形態は、具体的に説明された又はクレームされた以外に実施可
能であることを理解されるべきである。本開示の発明実施形態は、本明細書にて説明され
る個々の特徴、システム、品物、材料、キット、及び／又は方法に関する。さらに、２つ
以上のこのような特徴、システム、品物、材料、キット、及び／又は方法の任意の組み合
わせも、当該特徴、システム、品物、材料、キット、及び／又は方法が相互に矛盾してい
なければ、本開示の本発明の範囲内に含まれる。
【００８３】
　[0093]　本明細書にて定義されかつ用いられた定義はすべて、辞書の定義、参照するこ
とにより組み込まれた文献における定義、及び／又は、定義された用語の通常の意味に優
先されて理解されるべきである。
【００８４】
　[0094]　本明細書及び特許請求の範囲にて使用される「ａ」及び「ａｎ」の不定冠詞は
、特に明記されない限り、「少なくとも１つ」を意味するものと理解されるべきである。
【００８５】
　[0095]　本明細書及び特許請求の範囲にて使用される「及び／又は」との表現は、等位
結合された要素の「いずれか又は両方」を意味すると理解すべきである。すなわち、要素
は、ある場合は接続的に存在し、その他の場合は離接的に存在する。「及び／又は」を用
いて列挙される複数の要素も同様に解釈されるべきであり、すなわち、要素のうちの「１
つ以上」が等位結合される。「及び／又は」節によって具体的に特定された要素以外の他
の要素も、それが具体的に特定された要素に関連していても関連していなくても、任意選
択的に存在してよい。したがって、非限定的な例として、「Ａ及び／又はＢ」との参照は
、「含む」といった非制限的言語と共に用いられた場合、一実施形態では、Ａのみ（任意
選択的にＢ以外の要素を含む）を指し、別の実施形態では、Ｂのみ（任意選択的にＡ以外
の要素を含む）を指し、さらに別の実施形態では、Ａ及びＢの両方（任意選択的にその他
の要素を含む）を指す。
【００８６】
　[0096]　本明細書及び特許請求の範囲に用いられるように、１つ以上の要素を含むリス
トを参照した際の「少なくとも１つ」との表現は、要素のリストにおける任意の１つ以上
の要素から選択された少なくとも１つの要素を意味すると理解すべきであるが、要素のリ
ストに具体的に列挙された各要素の少なくとも１つを必ずしも含むわけではなく、要素の
リストにおける要素の任意の組み合わせを排除するものではない。この定義は、「少なく
とも１つの」との表現が指す要素のリストの中で具体的に特定された要素以外の要素が、
それが具体的に特定された要素に関係していても関連していなくても、任意選択的に存在
してもよいことを可能にする。
【００８７】
　[0097]　さらに、特に明記されない限り、本明細書に記載された２つ以上のステップ又
は動作を含むどの方法においても、当該方法のステップ又は動作の順番は、記載された方
法のステップ又は動作の順序に必ずしも限定されないことを理解すべきである。
【００８８】
　[0098]　請求項において、括弧内に登場する任意の参照符号は、便宜上、提供されてい
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るに過ぎず、当該請求項をいかようにも限定することを意図していない。
【００８９】
　[0099]　特許請求の範囲においても上記明細書においても、「備える」、「含む」、「
担持する」、「有する」、「含有する」、「関与する」、「保持する」、「～から構成さ
れる」等といったあらゆる移行句は、非制限的、すなわち、含むがそれに限定されないこ
とを意味すると理解すべきである。米国特許庁特許審査手続便覧の第２１１１．０３項に
記載される通り、「～からなる」及び「本質的に～からなる」といった移行句のみが、制
限又は半制限移行句である。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２】
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【図１０Ｂ】 【図７Ａ】
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